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菱沼小和国自治畿 防犯防災部



菱沼小和鶏自治会 |よ、賄災活動を実施するため自主鱗災組織を構成し、その競約を以下に定めるものとする。

|まじごズ
=

自治防災の考え方

災害時、まず自分の身は自分で守り、次に隣近所の相互扶動が1可よりも防災の効果をもたらすものと考える。
このため自治会員Iよ平素より防災について知識の習得、情報の交換、世帯レベルの防災用品の整備と確保
及び防災部1練への参加等を積極的に行しヽ、自ら災書に備えな|ナればならない事を原則とする。

自主防災織織 |まこれらを側面的に支援すると共に災害時に1ま応急活動を実施馨、また行政との窓騰として

進場な情報級提供に努踊るものとする。

第1条  組織の名称
当組織 |よ「菱沼小和国自主防災組織 と称する。

第2条  組織の構成及び構成農
当組織 |ま菱沼小機醸自治会 |こよって構成され、同自治会の全金員を構成量とする。

第3条  組織の事務断
当組織の事務所 |ま菱沼小lll爾 自治会会長宅に置く。

第4条  縄織の目的
当組織は菱濯小和国地区の住民自らまこよる続災鸞動を行うことにより、地震その他の災害による被書の

防止及ぴ軽減を図る事を目的とする。

第5条  組織の実施する事IEE
(1)防災訓練の実施等を含む防災に関する住民の知識の普及に関する事
(2)防災機材の整備等を含む地震その他の災害に関する災害予防に饉する事
(3)警戒宣言発令時及び地震発生時における情報のlin集伝達 iこ関する事
(4)地震その他の災書発生時における初期溝火綸救襲救援 "避難誘導。結食等の応急対策に隣する事
(5)その他前条の耐的達成の為に必要な事項

第6条  防災計画
議組織 |ま地震その他の災害の防止及び軽減を図る為、第5条に示す畷鶴につしヽで隣災計画を作成する。
助災計画は後記鶴 栄による鱗災部長が進案し自治会評議員会の承認により確定する。

繁7条  組織構成笠びに緊急連絡網
当組織の構成は禰 織図J、 F緊急連絡網Jによる。

第8条  役員
篤磯項 当組織の役量|よ以下傷通りとし曲治会役員と鰤災リーダーがこれを努める。

(ア )織織晨    =   自治会長

(イ )組織副長   =   曲治会冨‡会長

(ウ )防災部長   織   防犯訪災部長
(工 )防災リーダー 寧    防災リーーダー



(オ )防災委員   =   評議員

(力 )地鍾防災委員 =   壊長

第2項 役員は自治会評議員の互選による。

第3項 役員の任期 |ま自治会役員の任期とし任期途中の退任“選任の扱いも同じとする。

第9条  役員の経務
(ア )組織長   会を代表して第5条の事項を続雛 、災害発生時には地区の状況仰饗握 :こ努め、

応急活動の指揮命令を行う。また行政との窓国として適切な情報の提供に努める。

(イ)組織高1長   会長を補佐し会長がその任務を果たせない時には代わつてその任務を代行する。

(ウ )防災部長   第5条の事項を実践する。組織長 "組織副長がその任務を果たせなかった時にまま
代わつてその任務を代理する。

(工 )防災リーダー 防災リーダー講習で取得bた防災知識や経験を活かし組織長の任務をサポート
すると共に防災委員と連携して地区の応急活動に従事する。

(オ )防災委員  各担当地区内の状況を把握じ防災知識の啓発に努め緊急時に備えると共に
緊急時:こ :ま地区の応急逓動に従事する。

崚 )地区防災委員 防災部長・防災リーダーと連携して応急活動に従事する。

第10条 運営
自治会長は鑓時役員会を開催し必要事項を審議し実行する。

第11条  会計及び監査等                   .
当組織の会計及び監査 |ま菱沼小和国自治金の会計及び監査に包括して行う、また経費は同自治会の

収入による。

第12条  規約の改正
本規約は最低年1鐵見直しを行うものとし、改定 l‐■自治会評議員会の決識により行う。



【改定履歴】

版 No 改定箇所 改定理由 改定難爾 改定者

初版 2007年3月 31日

1.2

自主防災の考え方、緊急連絡網追加

第4条事業、第6条組織、第7条役員

第3条役員の任務、第10条防災計画

第11条経費 を修正
第1躾会計年度、第13条会計“監査
を削除

見藪じ適正化

2008年 7月 12圏

(役員会命意見を

反映)

業部鋳鐵 1部長

1、3

第7条役曲及び第8条役員の任務

の修正

組織国の修正

防災リーダーの

連記

防災リーダー及び

飾災リーダー会の追認

2021年 6風 26日

(三役部長会の

意見を反映)

防災部長
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